
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作り方 

①まず、大福作りの半日前にトマトのシロップ漬を作る。プチトマトの皮を

湯むきし、ヘタを取る。 
②鍋に A を入れて火にかけ、沸いたら①のトマトを入れてさっと火を通し、

火を止める。 
③粗熱が取れたらレモン汁を加え、煮汁ごと冷蔵庫で半日以上冷やし、ざる

にあげて水気を切る。 
④大福を作る。あんを 10 等分して手の平で丸く薄くのばしながら、③のプ

チトマトのシロップ漬をきれいに包む。 
⑤求肥を作る。フードプロセッサーに B を入れ、なめらかになるまで撹拌す

る（フードプロセッサーがないときは白玉粉をすり鉢で細かく砕いてか

ら混ぜ合わせる）。 
⑥⑤を耐熱性のボウルに移し、ラップして電子レンジで 1 分～1 分 30 秒加

熱する。いったん取り出してゴムべらでよく混ぜ、さらに 3～4 分加熱す

る。 
⑦⑥をよく混ぜて透明感を出し、熱いうちに水あめを加えてよく混ぜ合わせ

て、片栗粉をまぶしてバットに流し入れる。片栗粉をはたきながら 10 等

分にし、④を包む。 

ワンポイントアドバイス 

◎ 最後の工程で、プチトマトの赤色が透けるように上部を薄く包むと、仕

上がりが美しくなります。冷蔵庫で 3～4 日保存可能です。 
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● 今年は 2 月 4 日が立春、旧暦の正月の節です。立春が一年の始めとされ、決まり事や季節の節目はこの日が起点に

なっています。八十八夜、二百十日、二百二十日も立春から数えます。冬至と春分の真ん中で、まだまだ寒いです

が、暦の上では旧冬と新春の境い目にあたり、この日から春になります。梅の花が咲き始め、徐々に暖かくなり、

春の始まりとなります。 

「寒中見舞い」は立春の前日まで。以降は「余寒見舞い」（2 月下旬頃まで）となります。 

●俵町浜野病院（Tel 0956-22-6548） 

【医療】内科・外科・循環器科・呼吸器科・消化器科・整形外科 
肛門科・リハビリテーション科  
病室（一般病棟 26 床・療養病棟 38 床） 

【介護】居宅介護支援事業所・ヘルパーステーション 
デイケアセンター・グループホーム・訪問看護ステーション 

●有料老人ホームわかばテラス（Tel 0956-76-8780） 

【介護】デイサービス風祭り・デイサービス里山療法クラブ 

●サービス付高齢者向け住宅わかばレジデンス（Tel 0956-22-6544） 

●有料老人ホームわかばハウス（Tel 0956-22-6535） 
【介護】小規模多機能ホームわかばハウス 
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里山レシピのご紹介 プチトマトに含まれるリコピンにはビタミン Eよりも強い抗酸化作用があ

り、生活習慣病の予防に役立ちます。季節を問わずに手に入るものだから、

そのかわいらしい形を生かしてこんなおやつを作ってみませんか？ 

 

トマト大福 
1 人分 135Kcal 

求肥 

白玉粉・・・65g 

水・・・・・130cc 

砂糖・・・・1 カップ 

水あめ・・・大さじ 1 

片栗粉・・・適量 

わかばレジデンスのお正月 

特集 血管障害と認知症の関係 

材料 10 個分 

プチトマトのシロップ漬 

プチトマト・・・・・・小粒 10 個 

水・・・・・・・・・・100cc 

砂糖・・・・・・・・・1/3 カップ弱 

オレンジキュラソー・・小さじ 2 

レモン汁・・・・・・・大さじ 1 

市販の白あん・・・・・200g 

A B 

正しい生活習慣で脳をいきいき 

認知症の予防効果が期待できるのは・・・ 

認知症、国家戦略を決定 

2015 年 お正月の様子 



                                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の予防効果が期待できるのは・・・ 
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血管障害と認知症の関係 
 

認
知
症
の
原
因
の
約
６
割
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
が
、
２
番
目
に
多

い
の
が
脳
血
管
障
害
で
あ
り
全
体
の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
と
脳
血
管
障
害
と
の
関
係
に
お
い
て
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
約
７
割
が
動
脈
硬
化
を
合
併
し
て
お
り
、
認
知
症
全
体
で
考
え
て
も
約

６
割
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
血
管
障
害
と
認
知
症
が
密
接
に
関
係
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
認
知
症
の
治
療
に
お
い
て
も
血

管
危
険
因
子
の
管
理
が
と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

で
は
血
管
性
危
険
因
子
と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
お
も
に

「高
血
圧
」

「糖
尿
病
」

「脂
質
異
常
症
」
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病
の
厳
格
な
管
理
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
そ
の
も
の
の
進
行
抑
制
に
大
き
く
つ
な
が
る
の
で
す
。 

 
 

 

新しい診断と治療の ABC アルツハイマー病（最新医学社）, p16-26，2004．

認知症全体の 60％は動脈硬化が関与 

アルツハイマー型認知症と 

脳血管障害との関わり 

 

脳
血
管
障
害
は
認
知
症
に 

特集 

ど
の
程
度
影
響
が
あ
る
の
？ 

 

生
活
習
慣
は

「身
体
的
生
活
習
慣
」
と

「知
的
生
活
習
慣
」
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

身
体
的
生
活
習
慣
は
主
に
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
良
い
生
活
習
慣
は
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
食
事
の
時
間
、
適
度
な
運
動
等
で
身
体
を
健
康
に
維
持
し
ま
す
。
し
か
し
タ
バ
コ

や
過
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
運
動
不
足
等
に
よ
り
生
活
習
慣
病
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

を
起
因
と
し
て

「脳
血
管
疾
患
」

「認
知
症
」

「冠
動
脈
疾
患
」
と
い
っ
た

「心
血
管
病
」

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。 

 

知
的
生
活
習
慣
は
簡
単
に
言
う
と

「ど
れ
だ
け
脳
を
使
っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
」
で

す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
の
学
習
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
等
に
よ
り
脳
の
老

化
を
緩
や
か
に
し
ま
す
。
逆
に
何
も
せ
ず
に

一
人
で
家
の
中
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
脳
の

老
化
を
早
め
、
認
知
症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
人
は
何
か
活
動
す
る
時
に
は
必
ず
頭
で

考
え
、
体
で
行
動
し
て
い
ま
す
。 

 

正
し
い
生
活
習
慣
で
脳
を
い
き
い
き 

そ
う
い
っ
た
日
々
の
積
み
重
ね

が
認
知
症
に
な
り
に
く
い
身
体
を

作
っ
て
い
く
の
で
す
。 

 

脳
血
管
障
害
の
最
大
の
原
因
は

動
脈
硬
化
で
す
。
ま
た
、
脳
出
血

は
高
血
圧
を
主
な
原
因
と
し
て
い

ま
す
が
、
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
を

起
こ
す
主
な
要
因
の

一
つ
で
も
あ

り
ま
す
。
動
脈
硬
化
を
抑
え
る
こ

と
が
最
終
的
に
認
知
症
を
抑
え
る

こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
す
。
今
の

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
今

で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
で
も
行

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
数

年
後
、
数
十
年
後
の
自
分
を
助
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

認
知
症
、
国
家
戦
略
を
決
定
…
全
市
町
村
で
初
期
支
援 

讀
賣
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
よ
り 

 

政
府
は
１
月
２
７
日
午
前
、
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
の
関
係
閣
僚
会
合
の

初
会
合
を
開
き
、
手
薄
だ
っ
た
発
症
初
期
や
６
５
歳
未
満
の
若
年
性
認
知
症

へ
の
支
援
強
化
を
柱
と
す
る
国
家
戦
略

（新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
を
正
式
決

定
し
た
。
認
知
症
の
人
が
約
７
０
０
万
人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
２
０
２
５

年
度
ま
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
認
知
症
対
策
は
厚
生
労
働
省

が
１
３
年
度
か
ら
１
７
年
度
ま
で
の

「認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
」

（オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
で
進
め
て
い
る
が
、
安
倍
首
相
は
昨
年
１
１
月
に
東

京
都
内
で
開
か
れ
た

「認
知
症
サ
ミ
ッ
ト
」
の
日
本
会
議
で
同
計
画
に
加

え
、
省
庁
横
断
的
な
国
家
戦
略
を
策
定
す
る
方
針
を
表
明
。
厚
労
省
、
警
察

庁
、
消
費
者
庁
な
ど
１
２
省
庁
が
共
同
で
戦
略
を
ま
と
め
た
。 

  

新オレンジプランの基本的考え方 

国
家
戦
略
は
公
的
サ

ー
ビ
ス
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
発
症
初
期
に
関

し
、
専
門
医
の
指
導
を

受
け
た
看
護
師
、
保
健

師
が
自
宅
訪
問
し
て
相

談
や
支
援
に
あ
た
る

「初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
を
１
７
年
度
末
ま

で
に
全
市
町
村
に
作
る

こ
と
や
、
若
年
性
認
知

症
の
相
談
窓
口
を
同
年

度
末
ま
で
に
全
都
道
府

県
に
設
け
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
。
２
０
年
頃

ま
で
に
日
本
発
の
根
治

薬
の
治
験
に
入
る
方
針

も
明
記
さ
れ
た
。 

七 

つ 

の 

柱 

認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い

環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現をめざす 

①認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進 

②認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供 

③若年性認知症施策の強化 

④認知症の人の介護者への支援 

⑤認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進 

⑥認知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーション

モデル、介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の

推進 

⑦認知症の人やその家族の視点の重視 

２
０
１
５
年  

お
正
月
の
様
子 わかばテラス わかばハウス グループホーム 

笑
う
門
に
は
福
来
た
る 

 

脳血管障害を伴う 
アルツハイマー病 

40％ 


